
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の円の円周の長さを求めましょう。 

(1) 半径５cm 

(2) 半径 10cm 

   ： 

子どもたちに「生きる力」を育むために 

テストはこう変わります 

小学校の例 

（平成 30年度全国学力・学習状況調査 

 算数Ｂ５より） 

例えば、算数・数学のテストでは、答

えだけを書く問題から、答えの求め方

や考え方も書くような問題が出るよ

うになります。 

答えだけを

書く問題 

（前略）横の長さが 7mの黒板の、 

はしからはしまで輪かざりをつけるためには、折

り紙の枚数が 100枚あれば足ります。 

そうたさんは、そのわけを、次のように説明  

しようとしています。 
 

【そうたさんの説明】 

 （そうたさんの説明 略）  
 

【そうたさんの説明】に続くように、折り紙の

枚数が 100 枚あれば足りるわけを、式や言葉を  

使って書きましょう。 

（長野県の正答率：41.7％、全国の正答率：43.2％） 

式や言葉で理由

を書く問題 

長野県教育委員会 

 
～子どもたちに「生きる力」を育むために～ 

全国学力・学習状況調査の問題はこちら→ 

保護者の皆さまへ 
 

今の子どもたちが大人になるころの社会では 

少子高齢化やグローバル化、情報化が一層進み、 

答えがないような課題に直面することも考えられます。 

そのような中でもよりよい社会と幸福な人生を 

自ら創り出していけるようにするために、 

2020 年度から新しい学習指導要領に移行し、学校教育が変わります。 

これからの時代を子どもたちが豊かに生き抜いていくためにも、 

子どもたちに「生きる力」を育んでいきます。 

子どもたちに「生きる力」を育むために 

はこう変わります 

例えば、グループで話

し合うような活動が、

より多く取り入れら

れます。 

子どもたちに「生きる力」を育むために 

家庭学習はこう変わります 

例えば、作業的に繰り返しをするよう

なものから、各自の課題に 

合わせて自分で計画して 

取り組むようになります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい学習指

導要領につい

ては、文部科

学省のＷｅｂ

ページもご覧

ください。 

Ｑ なぜ、家庭学習をするの？ 

 

Ａ 学力を高めるためです。学校の授業

の復習をしている子どもたちは、家庭

環境にかかわらず学力が高 

い傾向にあることが、研究 

で明らかになっています。 

実際の社会や 
生活で生きて働く 

知識及び技能 

未知の状況にも 
対応できる 

思考力、判断力 
表現力など 

学んだことを人生や 
社会に生かそうとする 

学びに向かう力 
人間性など 

☞ 授業や家庭学習、テストについては、各学校によって内容等が異なります。 

ご不明なことについては、学校や県･市町村教育委員会へお問い合わせください。 

Ｑ どのような授業が求められているの？ 

 

Ａ 子どもたちが立てた問いを、友だち

とかかわりながら、子ど 

もたち自身の力で解決し 

ていくような授業です。 

Ｑ テストで計算問題が 

出なくなるの？ 

 

Ａ 計算問題はなくなりませんが、答え

だけを書く問題から、途中の式や考え

方などを問う問題が増えていきます。 

Ｑ 家庭学習で何をすればいいの？ 

 

Ａ 授業の内容を中心に、自分の苦手な

ところなどを、計画を立てて取り組む

とよいでしょう。総合教育 

センターの「学びの広場」 

も参考にしてください。 

Ｑ 高校入試も変わるの？ 

 

Ａ 長野県立高校の入試 

問題でも、記述式の 

問題が増えています。 

また、大学入試も大き 

く変わります。 

Ｑ なぜ、グループ学習を 

多く取り入れるの？ 

 

Ａ 自分の考えを伝えるとともに、友だ

ちのいろいろな考え方を比較・検討し

ながら、自分の考え方を広め、深めて

いくためです。 

長野県の ↑ 
高校入試問題 

学習指導要領

について 

大
学
入
試
改
革

に
つ
い
て 

↓ 

研究について 
学びの広場 

育成を目指す資質・能力の三つの柱 

次のような観点で、授業やお子様の取組をご覧ください。 
 

□ 
授業の話合い活動では、自分の考えを述べたり、友だちの  

考えを聞いたりしている。 

□ 
家庭学習では、自分で計画を立てて自分の力を高めるよう

な内容の学習をしている。 

□ 
テストでは、問題の解き方や説明を書く記述問題で、自分

の考えを自分の言葉で書いている。 

□ 
公式や用語を暗記するだけではなく、公式の中の数字の 

意味や用語の内容まで理解しようとしている。 

 

□ 
保護者として子どもが頑張って学習に取り組んでいる姿

を認め、積極的に褒めている。 

 

疑問にお答えします！ 
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